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子育て支援アンケート調査

１．目　　的

　本調査は、金沢市内を概ね５つの地域に分類した上で、各々の地域にある保育所を１カ所ずつ抽出し
て、そこに通う保育園児の保護者を対象として、子育て支援に関するアンケート調査を行ったものであ
る。この調査を通して、保護者の求める保育サービスを明確化するとともに、昨今、特に必要性が高ま
っている「病児保育」に焦点を当て、その認知度や期待度などを図っていきたいと考える。

２．方　　法

⑴　調査対象と方法
　本調査は、2009年７月１日～７月25日に行われた。
　対象は、金沢市内を中央近郊地区、駅西臨海地区、西部地区、東部地区、南部地区の概ね５つの地
域に分類し、各地域から、有為的に１カ所ずつ保育所を選択した後、各保育所を訪問、本アンケート
調査の趣旨説明を行い、理解を得たうえで、保護者への質問紙の配布を依頼した。回収期間は、１週
間と設定し、各保育所にて集約した後に回収した。なお、調査はすべて無記名にて行われた。全ての
保育所へは、650通配布した。そのうち、回収した有効回答は、423通であり、回収率は、65％であった。

⑵　調査内容
　調査内容の概要は⑴回答者に関する事項、⑵子育ての現状に関する事項、⑶病時保育に関する事項
である。

３．結　　果

⑴　回答者の属性

　回答者の年齢については、31歳
～ 35歳が最も多く、全体の37.8％
を占めていた。次に26歳～ 30歳
が26.0％、36歳～ 40歳が23.9％で
あった。結果、26歳～ 40歳まで
が、全体の87.7％を占めていた。
40歳以上、25歳以下の年代は、そ
れぞれ10％以下という低い数値で
あった。

年齢について
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　回答者は女性の方が多く、全体
の97.1％を占めた。
　男性は、2.9％であった。

　回答者の就業の状況は、パート
タイムが最も多く、全体の44.3％
を占めていた。会社員は、30.6％
専業主婦は、7.9％、公務員は、
6.0％であった。
　また、自営業は、最も少なく、
3.8％であった。

　回答者の持つ子どもの数につい
ては、２人が最も多く、全体の
49.0％でほぼ過半数を占めていた。
　１人は、34.0％、３人は、14.0
％であった。
　４人は、全体の2.9％と低い値
となっていた。

性別について

就業状況について

子どもの数について
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　回答者の中で祖父母と同居している家
庭は、全体の20.5％であった。
　また、近隣に祖父母宅がある家庭は、
79.5％であった。但し、この問いに関す
る回答者数は、308人で、その他、112人

（有効回答者数＝420）は、同居及び近隣
に祖父母が居ない現状である。

　上記の祖父母宅が近隣にある家庭のう
ち、30分以内の距離にある場合がもっと
も多く、全体の65.7％を占めていた。ま
た、１時間以内の距離にある場合は、
13.2％、１時間以上の距離にある場合は、
21.1％であった。

⑵　子育ての現状について

　子どもを預かって欲しい時はどのよう
な時であるかという質問項目に対して
は、子どもが病気の時という回答が41％
と最も多く、続いて、通院の時20％、冠
婚葬祭９％となっていた。また、買い物、
趣味・習い事、イベント、美容室など母
親のリフレッシュタイムを望む回答は極
めて少なかった。

　子どもを預かってもらえる人の有無に
ついては、必要に応じて、預かり手がい
る場合が全体の78.3％と多く、反対に預
かり手のいない人の割合は、全体の21.7
％であった。

祖父母との同居状況について

祖父母宅との距離について

子どもを預かって欲しい時

子どもを預かってもらえる人の有無
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　預かってもらえる人がいる場合、預かり手
との関係性については、親族の場合が全体の
95.5％を占めていた。また、友人は、2.6％、
近所の人の場合は、全体の1.9％と少なかった。

　みてもらう人がいない場合の対応は、保育
所が、32.3％、ファミリーサポートセンター
が8.9％となっていた。その他が全体の過半
数を占めていた。

注】上記の回答は、複数回答有り。
上記≪対応≫では、無回答であったが、ベビーシッター会社利用１名有り。
ホームページにて知り、年１～３回利用。感想は、良かったと回答。

⑶　病児保育について

　病児保育の認知度については、「病児保育」
という言葉を聞いた事がある、知っているな
どの回答が全体の79.9％という高い割合を占
めていた。
　また、聞いたことがない、知らないという
回答は、20.1％であった。

　我が子の病気になった時、どのような対応
をしているのかという質問項目については、
父親、母親がみる場合が最も多く、全体の
81.2％と高い割合を占めていた。
　また、祖父母や知人に預けるケースは、
14.9％あり、病児対応の病院に預けるケース
は、3.7％と少ない割合であった。

子どもを預ける人との関係性

みてもらう人がいない場合の対応

病児保育の認知度

我が子の病気のときの対応
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　上記の病児対応の病院に預かってもらった
経験のある人の満足度をみると、大変良かっ
た、良かったという回答がともに40％以上を
占めていた。反対に大変悪かった、悪かった
という回答は、共に5.9％であった。

　さらに、上記の病児対応の病院を利用した
保護者に対して、病児サービスについて良い
点は何であったのかという質問項目では、プ
ロがみてくれるので安心であるという回答が
もっとも多く、62.5％であった。また、いつ
も対応してくれるという回答は、12.5％であ
った。

　全ての保護者に対して、今後、「病児保育」
を利用しますかという質問については、利用
するという回答が全体73.8％を占めていた。
また、利用しないという回答は、全体の26.2
％であった。

　病児保育を利用する場合の希望
価格については、1,000円未満が
全体の44％と過半数に近い値とな
った。また、1,000円～ 1,500円は、
30.7％、1,500円～ 2,000円は、18.6
％となっていた。また、2,000円
以上は極めて低い値となっていた。

病児保育を利用した際の満足度

病児保育サービスの利点

病児保育に対する期待度

病児保育に対する希望利用価格
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クロス集計の結果より

【地域別】
ａ　保育園 金沢市中央近郊地区

ｂ　保育園 金沢市西部地区

ｃ　保育園 金沢市駅西臨海地区

ｄ　保育園 金沢市東部地区

ｅ　保育園 金沢市南部地区

　地域ごとに子どもを預ける人の有無について比較したところ、子どもを預かってもらえる人が最も多
い地域は、金沢市南部地区で、反対に、最も少ない地域は、金沢市中央近郊地区となっていた。

　地域ごとに「病児保育」の認知度について比較したところ、「病児保育を知っている」との回答がも
っとも多い地域は、金沢市中央近郊地区であり、もっとも少ない地域は、金沢市西部地区であった。

⑴　地域別にみるパーソナル・ネットワーク

⑵　地域別にみる「病児保育」の認知度
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４．ま と め

　本調査を通して、調査対象者の80％以上が祖父母や知人など子どもを見てもらえる環境にあるという
結果から何らかのパーソナル・ネットワークを保持していることが理解できた。しかしながら、我が子
が病気になった時は、子育ての当事者である、父親、母親がみる場合が全体の80％以上を示しており、

「子育ては、自分たちで抱えるもの」という日本人特有の気質が現れているようにさえ感じられる。こ
れは、かつての「母性神話」が世の中の働く女性を苦しめていたように、「病気の時こそ、母親が傍に
ついて見るべきである」という定説から抜けきれないまま、保護者、特に就労中の母親を圧迫している
危険性もあることを認識しなければならない。
　また、本調査では、10％台と少数派ではあったが、子どもを預ける人がいない場合についても、特に
我が子が病気など緊急時にどのような対策を講じているのかを追究する必要があるだろう。例えば、仮
に預ける人がいる場合であっても、他者に迷惑をかけているのではないかという不安やストレスなど生
じていないのかその内実についても検証を試みなければならない。
　「病児保育」に関する質問項目の回答では、「病児保育」を認識している保護者が75％を占めており、

「病児保育」を利用したいと希望している保護者も70％以上と高い割合を示していた。これは、昨今、
全国的に「病児保育」の開設や利用者が増加している現状とも比例していると考える。「病児保育」の
利用希望金額については、全国的な平均価格が2,000円～ 3,000円となっているが、それよりもさらに安
い2,000円未満を希望する保護者の割合が全体の90％以上を占めており、利用者の負担軽減についても
今後検討の余地はあり得るのではないだろうか。さらに、クロス集計結果から地域ごとの「病児保育」
の認知度について比較を行ったところ、金沢市中央近郊の地域では、「病児保育」の認知度がもっとも
高かった。これは、病院対応のクリニックや総合病院が開設されている場所が中央部周辺にあるという
立地的な環境からおのずと認知度が高くなっているのではないかと推測される。他方、子どもを見ても
らえる人がいない割合は、金沢市中央近郊地区にもっとも多くみられたが、県外からの移住者などもこ
の地区に集まっているのではないかと予測される。
　以上の本調査においては、大まかな傾向については捉えることができたが、アンケート手法による

「質問紙」という限られた枠の中での回答のため、調査対象者の思いや願いを深くくみ取っていくこと
は、困難であり不可能であった。今後は、インタビュー手法などを用いて、保護者の意見を詳細に聞き
取るなどの質的な調査を試みたいと考える。
　そして、本調査を継続させながら、保護者が求める「子育て支援」の一助となる働きかけができるよ
う今後も努めていきたと願っている。

【謝辞】本調査では、金沢市内の５か所の保育所において、保護者へのアンケートにご協力頂きました。
保育園（所）長先生、保護者の皆さまに感謝申し上げます。

� 2010年５月　　福井逸子（北陸学院大学）・高井新司（アライブキャリア代表）
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今回調査で利用したアンケート
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